
保
険
料
不
払
と
保
険
期
間

鎗
　
　
木

辰
　
　
組
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現
行
の
火
災
保
険
普
通
約
款
第
二
条
第
二
項
を
如
何
に
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
間
題
に
つ
い
て
は
、
私
は
す
で
に
二
つ
の
論
文
を
発
表

　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
（
し
て
、
そ
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
た
び
大
森
忠
夫
教
援
が
同
項
の
解
釈
に
つ
き
そ
の
御
主
張
を
発
表
さ
れ
、
か
つ
そ
の
別
刷

の
御
恵
贈
に
与
っ
た
の
で
、
こ
の
好
機
会
に
三
度
び
本
間
題
を
取
り
上
げ
、
論
述
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

　
先
の
二
論
文
に
お
い
て
私
は
同
項
を
、
保
険
者
の
責
任
（
危
険
負
担
）
の
開
始
を
保
険
料
の
支
払
に
懸
ら
し
め
た
も
の
と
す
る
立
場
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

つ
ま
り
大
森
教
授
の
お
言
葉
を
拝
借
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
責
任
開
始
条
項
」
と
解
す
る
立
場
を
と
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
大
森
教
授
は
今

回
御
発
表
の
論
文
に
お
い
て
は
、
従
来
の
考
え
方
に
一
部
修
正
を
加
え
ら
れ
、
同
項
は
こ
れ
を
「
責
任
開
始
条
項
」
と
す
る
解
し
方
の
ほ

か
に
、
こ
れ
を
「
損
害
不
填
補
条
項
」
と
す
る
考
え
方
、
つ
ま
り
同
項
は
保
険
料
の
支
払
を
保
険
者
の
危
険
負
担
責
任
の
開
始
条
件
と
し

た
も
の
で
は
た
く
、
事
故
発
生
の
場
合
の
保
険
者
の
具
体
的
填
補
責
任
に
課
せ
ら
れ
た
制
限
、
い
わ
ぼ
一
種
の
条
件
的
制
限
の
一
つ
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

て
理
解
す
る
余
地
の
あ
る
こ
と
を
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
点
を
も
含
め
て
論
述
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
た
だ
；
胃
注
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
大
森
教
授
は
同
項
を
い
わ
ゆ
る
「
責
任
開
始
条
項
」
と
解
す
る
以
外
の
解
し
方
も
決
L
て
不

可
能
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
そ
れ
以
上
に
左
様
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
か
、
左
様
に
解
す
る
の
が
正
し
い
と
か
結
論
し
て
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い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
同
教
授
の
た
め
に
も
誤
解
の
な
い
よ
う
、
特
に
念
を
押
し
て
お
き
た
い
。

　
な
お
ま
た
本
稿
に
お
い
て
現
行
火
災
保
険
約
款
と
し
て
引
用
す
る
も
の
は
、
外
国
の
も
の
を
除
き
、
昨
年
（
昭
和
三
五
年
）
三
月
三
十

一
目
ま
で
有
効
で
あ
っ
た
旧
・
文
語
体
約
款
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
現
在
損
保
各
杜
で
便
用
中
の
新
．
口
語
体
約
款
を
指
す
も
の
で
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
）

と
も
御
承
知
願
い
た
い
。

註
ω
　
「
火
災
保
険
普
通
保
険
約
款
第
二
条
第
二
項
に
つ
い
て
」
（
保
険
学
雑
誌
第
三
九
九
号
・
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
）
九
九
頁
以
下
、
「
火
災
保
険
普

　
　
通
約
款
第
二
条
第
二
項
に
つ
い
て
の
再
論
　
　
古
同
裁
判
決
を
申
心
と
し
て
－
　
」
（
皐
稲
田
商
学
第
一
四
九
号
・
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
）
　
一
四
七

　
　
頁
以
下
。

　
②
「
火
災
保
険
普
通
保
険
約
款
第
二
条
第
二
項
の
解
釈
に
つ
い
て
」
（
法
学
論
叢
第
六
八
巻
第
五
．
六
号
）
二
〇
六
頁
以
下
。

　
③
　
大
森
・
同
右
・
二
〇
七
頁
。

　
ω
　
大
森
・
同
右
・
二
二
三
頁
註
③
参
照
。

　
㈲
　
た
だ
し
本
稿
で
も
っ
ぱ
ら
問
題
に
さ
れ
る
約
款
第
二
条
第
二
項
に
つ
い
て
の
み
云
え
ぱ
、
新
・
旧
両
約
款
の
間
の
差
違
は
文
体
の
そ
れ
の
み
で
あ

　
　
っ
て
、
内
容
に
変
更
は
な
い
。
つ
ま
り
旧
・
文
語
体
約
款
で
は
「
保
険
期
間
ノ
始
マ
リ
タ
ル
後
ト
難
モ
保
険
料
領
収
前
二
生
ジ
タ
ル
損
害
ハ
当
会
社

　
　
之
ヲ
填
補
ス
ル
責
二
任
ゼ
ズ
」
と
な
っ
て
い
た
の
に
、
新
・
口
語
体
約
款
で
は
、
「
保
険
期
問
が
始
ま
っ
た
後
で
も
、
当
会
社
は
、
保
険
料
領
収
前

　
　
に
生
じ
た
損
害
を
て
ん
楕
す
る
責
に
任
じ
な
い
。
」
と
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

た
お
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
に
関
達
し
て
保
険
料
不
払
の
効
果
を
論
じ
た
も
の
に
は
、
下
記
の
誇
論
文
が
あ
る
。

　
H
　
伊
沢
孝
平
「
保
険
料
の
不
払
を
理
由
と
す
る
保
険
契
約
解
除
の
遡
及
効
」
（
判
例
評
論
第
一
九
号
）
一
〇
頁
以
下
。

　
○
　
青
谷
和
夫
「
火
災
保
険
料
の
不
払
を
理
由
と
す
る
契
約
解
除
の
効
力
」
（
損
害
保
険
研
究
第
二
十
二
巻
第
三
号
）
五
六
頁
以
下
。

　
嘗
　
朝
川
伸
夫
「
保
険
料
不
払
を
原
因
と
す
る
保
険
契
約
解
除
の
効
力
」
（
金
融
法
務
事
情
第
二
〇
八
号
）
三
七
六
頁
以
下
。

　
四
　
保
住
氏
「
保
険
料
の
不
払
を
理
由
と
す
る
保
険
契
約
の
解
除
と
遡
及
効
の
有
無
」
（
法
律
論
叢
第
三
四
巻
第
一
号
）
一
〇
三
頁
以
下
。
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㈲
　
戸
出
正
夫
「
火
災
保
険
普
通
保
険
約
款
第
二
条
第
二
項
を
論
ず
」
（
損
害
保
険
研
究
第
二
十
二
巻
第
四
。
サ
）

ま
た
同
項
を
め
ぐ
る
最
近
の
判
例
（
み
ま
き
荘
事
件
）
に
つ
い
て
は
下
記
参
照
。

　
「
保
険
料
不
払
を
理
由
と
す
る
保
険
契
約
解
除
の
遡
及
力
」
（
判
例
時
報
第
一
七
九
号
）
二
一
頁
以
下
。

一
四
八
頁
以
下
。

741

二

　
間
題
の
火
災
保
険
約
款
第
二
条
第
二
項
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
は
、
保
険
契
約
の
問
題
点
の
一
つ
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
有
償
性
．

双
務
性
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
節
で
は
先
ず
こ
の
点
の
論
述
か
ら
始
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
ω
　
保
険
契
約
の
有
償
性

　
保
険
契
約
の
一
方
の
当
事
者
た
る
保
険
契
約
者
の
給
付
は
何
か
と
い
う
間
題
に
つ
い
て
は
左
程
の
困
難
は
な
い
が
、
こ
の
保
険
契
約
者

の
支
払
う
保
険
料
に
相
対
す
る
保
険
者
側
の
約
因
（
8
畠
己
彗
き
；
）
は
何
か
と
い
う
こ
と
は
、
し
か
く
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
。
同
じ

く
有
償
・
双
務
契
約
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
売
買
、
雇
傭
、
請
負
等
に
お
い
て
は
契
約
の
有
償
性
は
相
対
立
す
る
債
権
・
債
務
の
間
に
認

め
ら
れ
る
の
に
反
し
て
、
保
険
契
約
の
有
償
性
は
こ
れ
を
直
ち
に
契
約
当
事
考
の
相
対
立
す
る
債
権
・
債
務
の
間
に
認
め
る
こ
と
に
は
間

題
が
あ
る
。

　
保
険
契
約
に
あ
っ
て
は
、
保
険
契
約
者
の
保
険
料
債
務
は
確
定
債
務
で
あ
る
の
に
反
し
、
保
険
者
の
負
う
債
務
は
不
確
定
債
務
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
保
険
金
の
支
払
も
し
く
は
具
体
的
な
損
害
の
填
補
を
も
っ
て
保
険
料
の
対
価
と
解
す
る
立
場
を
採
る
な
ら
、
保
険
事
故

の
生
じ
な
い
限
り
、
保
険
老
の
給
付
は
全
く
な
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
契
約
の
有
償
性
は
失
わ
れ
る
か
、
ま
た
は
条
件
付
と
な
ら
ざ

る
を
え
ず
、
保
険
老
は
不
当
利
得
の
故
を
も
っ
て
既
収
の
保
険
料
を
返
還
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
か
か
る
不
合
理
な
結
果
に
導
く
「
保

険
金
支
払
説
」
を
克
服
す
る
た
め
に
現
わ
れ
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
危
険
負
担
説
」
で
あ
る
。
本
説
に
お
い
て
は
、
保
険
者
が
不
確
定

147



841

な
保
険
金
支
払
債
務
も
し
く
は
損
害
填
補
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
そ
の
も
の
に
、
保
険
料
の
対
価
た
る
価
値
を
認
め
よ
う
と
す

る
。
こ
の
保
険
老
が
、
保
険
事
故
が
生
じ
た
場
合
に
保
険
金
を
支
払
う
と
い
う
不
確
定
債
務
を
負
っ
て
い
る
状
態
を
、
別
の
言
葉
で
表
現

し
た
も
の
が
・
「
危
険
負
担
」
で
あ
り
、
こ
の
危
険
負
担
と
保
険
料
と
の
間
に
有
償
性
を
認
め
ん
と
す
る
学
説
が
、
す
な
わ
ち
「
危
険
負
担

説
」
で
あ
る
。

　
こ
の
「
危
険
負
担
説
」
に
対
し
て
も
、
危
険
負
担
と
い
う
こ
と
は
、
保
険
契
約
の
経
済
的
目
的
を
指
示
す
る
、
比
楡
的
な
表
現
で
あ
っ

て
、
法
律
上
の
概
念
た
り
え
な
い
と
の
非
難
は
あ
る
。
し
か
し
、
有
償
契
約
に
お
け
る
給
付
を
他
人
の
利
益
の
有
意
義
な
助
長
で
あ
る
と

解
し
、
有
賞
契
約
に
必
要
た
相
互
的
給
付
は
、
必
ず
し
も
義
務
の
履
行
な
る
給
付
た
る
こ
と
を
要
し
な
い
と
す
る
立
場
を
是
認
す
る
な
ら

ば
、
婁
言
す
れ
ぽ
、
給
付
さ
れ
る
経
済
的
利
益
が
如
何
な
る
法
的
形
態
を
採
る
か
は
別
間
題
で
あ
っ
て
、
契
約
上
当
事
老
間
に
お
い
て
経

済
的
利
益
の
交
換
が
な
さ
れ
れ
ぼ
、
契
約
の
有
償
性
を
認
め
る
の
に
妨
げ
な
い
と
の
立
場
を
是
認
し
う
る
な
ら
ば
、
保
険
契
約
の
有
償
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

を
経
済
的
利
益
た
る
危
険
負
担
と
保
険
料
と
の
間
に
認
め
る
こ
と
は
些
か
も
誤
り
で
は
な
い
。
私
も
本
説
を
戊
塒
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
た
だ
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の
注
意
す
べ
き
は
、
危
険
負
担
と
い
う
こ
と
は
あ
く
ま
で
経
済
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
一
部
論
老
の
主
張
す
る

ご
と
き
、
「
保
険
者
が
保
険
金
支
払
の
周
意
を
す
る
こ
と
（
霊
H
①
豪
①
ぎ
）
」
を
内
容
と
す
る
法
的
義
務
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
故
危
険
負
担
静
粋
と
か
一
危
険
負
担
静
耕
ゆ
膨
吊
と
か
を
云
々
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
正
確
と
は
云
え
な
い
、
不
可
解
な
概
念
で

　
剖

あ
智

　
②
　
保
険
契
約
の
双
務
性

　
保
険
契
約
の
有
償
性
は
前
述
の
ご
と
く
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
で
は
保
険
契
約
の
双
務
性
は
い
か
に
解
す
べ
き
か
。
保
険
契
約
の
双
務

性
を
、
有
償
性
と
同
様
に
保
険
料
廣
務
と
危
険
負
担
と
の
間
に
認
め
ん
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
危
険
負
担
と
は
前
述
の
ご
と
く
、
す
で

に
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
絵
付
で
あ
っ
て
、
債
権
着
が
債
務
老
に
対
し
て
そ
の
履
行
を
請
求
し
う
る
よ
う
な
法
的
義
務
で
は
な
い
。
ま
た
も
し
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危
険
負
担
を
も
っ
て
保
険
料
貸
務
に
対
立
す
る
反
対
債
務
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
保
険
事
故
発
生
の
場
合
に
生
じ
る
保
険
者
の
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾

金
支
払
債
務
は
、
こ
れ
を
一
体
何
と
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
パ
。
契
約
が
双
務
契
約
で
あ
る
た
め
に
は
、
契
約
当
事
者
の
負
担
す
る
相

対
す
る
債
務
が
相
互
に
牽
連
関
係
に
あ
れ
ば
足
り
る
。
そ
の
債
務
の
一
方
が
期
限
付
き
債
務
で
あ
る
と
か
、
条
件
付
き
債
務
で
あ
る
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
〕

て
も
、
右
の
牽
連
関
係
が
破
壊
さ
れ
ぬ
限
り
、
契
約
の
双
務
性
に
は
何
ら
影
響
は
な
い
ぺ
「
保
険
者
の
義
務
は
保
険
事
故
の
発
生
に
か
か

る
点
で
不
確
定
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
保
険
契
約
者
の
給
付
義
務
と
対
価
関
係
に
お
い
て
法
律
上
の
拘
束
状
態
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
6
）

双
務
契
約
で
あ
包
こ
と
に
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
保
険
契
約
の
双
務
性
は
、
保
険
者
の
負
牌
す
る
不
確
定
な
（
条
件
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

き
）
保
険
金
支
払
債
務
と
保
険
契
約
者
の
負
担
す
る
保
険
料
債
務
と
の
間
に
こ
れ
を
認
め
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

註
ω
　
「
保
険
契
約
は
一
方
に
お
い
て
保
険
契
約
老
の
保
険
料
支
払
と
、
他
方
に
お
り
て
保
険
着
の
危
険
負
担
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
対
価
的
な
反
対
給
付
と

　
　
す
る
有
償
契
約
で
あ
る
。
」
（
犬
森
・
保
険
契
約
の
法
的
構
造
・
三
三
頁
）
、
「
保
険
着
は
、
保
険
契
約
上
、
事
故
発
生
の
場
合
に
保
険
金
額
を
支
払
ふ

　
　
べ
き
不
確
定
の
責
任
を
負
う
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
責
任
を
負
担
す
る
状
態
は
、
亦
一
の
給
付
た
り
得
る
。
」
（
野
津
務
．
保
険
契
約
法
論
．
五
七

　
　
頁
）
。
同
旨
H
青
山
衆
司
「
保
険
契
約
論
」
（
上
巻
）
一
二
二
頁
、
今
村
有
「
海
上
保
険
契
約
論
」
（
上
巻
）
五
〇
頁
、
蔦
城
照
三
「
条
解
貨
物
海
上

　
　
保
険
普
通
約
款
論
」
二
八
頁
。
反
対
”
田
中
誠
二
「
保
険
法
」
（
昭
和
二
十
八
年
六
月
）
一
〇
七
頁
、
二
木
格
之
「
火
災
保
険
に
於
げ
る
保
険
料
の

　
　
支
払
」
（
慶
応
義
塾
保
険
学
会
刊
「
保
険
研
究
」
第
七
集
）
一
九
七
頁
。

　
②
　
「
契
約
の
有
償
性
は
契
約
の
経
済
的
効
果
の
経
済
的
比
較
よ
り
来
る
概
念
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
給
付
が
一
つ
の
法
律
的
効
果

　
　
た
る
こ
と
を
苗
提
と
」
て
そ
れ
よ
り
屋
ず
る
絵
脊
帥
か
粂
を
問
題
と
す
る
と
い
う
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
給
付
を
も
っ
て
全
然
法
律
外
の
経
済
的

　
　
概
念
と
す
る
意
味
で
は
な
い
。
あ
る
法
律
的
な
る
も
の
を
し
て
有
償
関
係
、
給
付
反
対
給
付
関
係
た
ら
L
め
る
も
の
が
経
済
的
な
い
し
心
理
的
在
る

　
　
も
の
で
あ
る
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、
法
律
上
の
給
付
の
本
体
は
あ
く
ま
で
法
律
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
L
（
大
森
．
前
掲
書
．
七
六
頁
註
ω
）
。

　
⑧
　
犬
森
・
前
掲
書
・
四
四
頁
参
照
。

　
勾
　
：
＞
自
ω
器
邑
o
昌
奏
目
窪
冨
冒
顯
■
巴
＆
鵯
箏
自
邑
o
葦
旨
①
～
一
巴
ω
老
麸
2
o
－
9
叩
巨
目
o
o
o
鶉
く
胃
些
o
サ
o
亮
鶉
σ
9
里
巨
ユ
片
一
ま
ω
一
〕
o
艘
昌
g
o
目

　
（

149



150

）■
5
（〕6（〕7（

睾
色
弩
武
ω
易
冨
〇
一
一
；
o
庁
…
o
…
豪
泣
彗
雪
奉
等
ρ
、
．
i
奏
‘
穴
o
雪
珂
ω
争
婁
五
塞
ユ
g
窃
｝
H
専
箒
き
邑
g
睾
…
σ
q
ω
篶
o
ブ
戸
ω
．
轟
．

　
．
．
○
げ
〔
＝
①
o
ぎ
o
o
〔
－
①
『
饅
旨
－
o
『
o
庄
o
『
一
〕
価
乙
望
一
く
o
o
〕
｛
＝
o
ブ
g
自
胴
o
目
げ
良
『
－
黒
g
o
ユ
o
『
一
〕
o
2
－
お
ド
汰
ゴ
血
訂
畠
け
9
－
岩
巨
o
誘
o
く
血
H
青
蛯
o
q
ω
冒
o
庄
與
＝
s
け

○
顯
’
O
｛
o
創
o
自
O
－
一
剋
『
巴
4
0
H
庄
①
ω
N
ミ
9
ω
阻
片
－
胴
o
昌
く
①
『
旨
與
匝
q
⑭
ω
目
｛
o
げ
一
一
〕
①
『
饒
プ
『
片
、
、
、
～
く
．
内
o
o
自
－
胴
1
ぎ
P
○
－
O
O
．
べ
①
1

　
石
井
照
久
「
改
一
訂
商
法
、
保
険
法
．
有
価
証
券
法
」
一
九
頁
。
「
両
債
務
の
一
方
が
期
限
附
で
他
方
が
無
期
隈
で
あ
る
場
合
に
も
、
そ
の
契
約
の
榎

本
に
お
げ
る
有
償
性
の
故
に
両
債
務
が
互
に
相
関
関
係
に
立
た
さ
れ
て
い
る
隈
り
、
・
」
れ
を
双
務
契
約
と
称
し
て
妨
げ
な
い
。
」
（
大
森
・
前
掲
書
・

四
七
頁
）
。

　
大
森
・
前
掲
書
・
四
八
頁
1
「
蔓
す
る
に
保
険
契
約
の
有
償
性
は
保
険
料
の
支
払
と
危
険
負
担
（
不
確
定
な
義
務
の
負
担
そ
れ
白
俸
）
の
間

に
、
ま
た
双
務
性
は
保
険
料
支
払
債
務
と
保
険
金
支
払
の
条
件
付
債
務
と
の
間
に
み
と
め
う
る
し
、
ま
た
認
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
と
信
ず
る
。
」

150

三

　
保
険
料
の
支
払
が
な
い
場
合
に
、
保
険
老
の
責
任
（
保
険
金
の
支
払
も
し
く
は
損
害
墳
補
）
を
免
除
す
る
規
定
、
例
え
ぼ
わ
が
現
行
火

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
〕

保
約
款
第
二
条
第
二
項
、
あ
る
い
は
後
述
の
ド
イ
ツ
保
険
契
約
法
整
二
八
条
第
二
項
等
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
も
の
か
。

そ
れ
は
一
種
の
制
裁
規
定
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
こ
の
間
題
を
論
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
そ
も
そ
も
保
険
契
約
は
わ
が
国
｝
」
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
の
諸
国
に
お
い
て
も
諾
成
契
約
（
ぎ
目
－

彗
寡
昌
一
＜
實
巨
晶
二
昌
旨
凹
け
8
勇
彗
彗
色
）
　
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
保
険
契
約
の
成
立
に
は
契
約
の
要
素
に
関
す
る
当
事
者
の

合
意
が
あ
れ
ぽ
十
分
で
あ
り
、
保
険
料
の
支
払
も
し
く
は
保
険
証
券
の
交
付
等
の
事
実
は
必
要
な
い
。
こ
の
点
保
険
契
約
は
要
物
契
約
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
〕

も
な
げ
れ
ぽ
、
要
式
契
約
で
も
な
い
。

　
前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
危
険
負
担
の
債
務
性
は
こ
れ
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ぼ
、
保
険
契
約
老
に
引
受
の
合
意
を
与
え
た
保
険



151

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

者
は
、
保
険
事
故
の
発
生
す
る
ま
で
は
保
険
料
債
務
の
履
行
遅
滞
を
理
由
に
同
時
履
行
の
抗
弁
権
を
援
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
〕

れ
故
保
険
料
貸
務
の
履
行
遅
滞
は
保
険
契
約
上
の
保
険
考
の
責
任
に
は
何
ら
の
消
長
も
及
ぽ
さ
な
い
。
こ
れ
が
一
般
契
約
法
理
か
ら
導
き

だ
さ
れ
る
当
然
の
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
て
保
険
契
約
に
お
げ
る
相
対
立
す
る
債
務
が
共
に
金
銭
の
支
払
で
あ
り
、
か
つ
両
者
の
金
額
に

開
き
が
あ
る
結
論
は
、
も
し
も
前
述
の
よ
う
な
免
責
規
定
が
存
在
し
な
い
な
ら
ぽ
、
保
険
考
は
彼
が
支
払
う
べ
き
保
険
金
か
ら
、
そ
の
受

く
べ
か
り
し
保
険
料
（
お
よ
び
延
滞
利
子
）
を
差
引
い
た
残
額
を
給
付
し
な
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

場
合
、
保
険
者
は
彼
が
受
く
べ
か
り
し
保
険
料
を
保
険
金
か
ら
の
控
除
の
形
式
に
よ
っ
て
収
得
－
一
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
給
付
問
の
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
〕

衡
（
い
わ
ゆ
る
レ
ク
シ
ス
の
給
付
・
反
対
給
付
均
等
の
原
輿
）
は
直
ち
に
破
壌
さ
れ
て
い
る
と
は
云
え
な
い
。
た
だ
し
か
し
こ
の
よ
う
な

変
則
を
、
保
険
契
約
を
諾
成
契
約
と
し
た
こ
と
に
伴
う
当
然
の
結
果
と
し
て
認
容
す
る
な
ら
ば
、
保
険
契
約
者
は
好
ん
で
か
か
る
変
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

享
受
に
与
ろ
う
と
意
図
す
る
で
あ
ろ
う
L
、
そ
の
結
果
は
誠
に
明
白
で
あ
っ
て
、
保
険
料
の
前
払
を
確
保
す
る
こ
と
は
至
難
と
な
ろ
う
。

そ
れ
故
例
え
ぼ
ス
イ
ス
に
お
い
て
も
保
険
者
は
保
険
契
約
法
の
制
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
保
険
料
未
収
契
約
に
対
し
て
は
た
と
え
保
険
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

故
が
発
生
し
て
も
保
険
金
の
支
払
を
拒
絶
す
る
処
置
を
と
っ
て
き
た
。
し
か
し
て
ス
イ
ス
保
険
契
約
法
第
十
九
条
第
二
項
は
、
そ
れ
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胸

業
界
の
一
般
的
慣
行
で
あ
っ
た
特
約
の
有
効
性
を
条
件
付
き
で
承
認
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
か
る
特
約
の
存
在
に
よ
り
保
険
考

は
、
初
め
て
諾
成
契
約
に
伴
う
上
述
の
変
則
的
結
果
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
そ
の
欲
す
る
保
険
料
の
前
払
を
確
保
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
先
に
；
胃
し
た
ご
と
く
、
保
険
料
未
収
契
約
に
つ
い
て
も
保
険
料
を
差
引
い
て
保
険
金
を
支
払
う
な
ら
ぽ
、
給
付
聞
の
均
衡
は
必
ず
し

も
侵
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
給
付
の
時
期
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
間
題
が
残
る
。

　
保
険
料
は
保
険
金
の
支
払
に
対
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
危
険
負
担
に
対
し
て
た
さ
れ
る
も
の
と
す
る
の
が
正
当
で
あ
る
な

ら
、
両
者
が
契
約
の
有
償
性
の
点
で
正
に
牽
運
関
係
に
あ
る
こ
と
は
疑
な
い
。
し
か
る
に
危
険
負
担
の
債
務
性
が
否
定
さ
れ
る
結
果
は
、

151
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民
法
の
い
わ
ゆ
る
同
時
履
行
の
抗
弁
権
に
関
す
る
規
定
を
こ
の
両
者
の
間
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
保
険
料
の
履
行
遅
滞
が

あ
る
場
合
に
、
そ
れ
と
有
償
性
の
点
で
牽
連
関
係
に
あ
る
保
険
者
の
危
険
負
担
を
止
め
る
と
い
う
一
」
と
は
、
あ
な
が
ち
不
当
と
は
云
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

い
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
こ
れ
を
止
め
な
い
こ
と
の
方
が
当
事
者
の
給
付
の
均
衡
を
そ
こ
な
う
も
の
と
い
え
よ
う
。
危
険
負
担
が
法
律

上
の
賃
務
た
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
保
険
料
の
支
払
が
遅
れ
て
い
る
あ
い
だ
危
険
負
担
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
結

論
を
導
く
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
一
般
私
法
上
当
然
た
結
果
と
し
て
は
そ
う
な
ら
な
い
と
い
う
に
止
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
特
約
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
か
、
そ
の
よ
う
な
特
約
は
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
わ
が
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
は
正
に
右
の
特
約

に
相
当
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
考
［
バ
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
ω
　
間
題
の
約
款
第
二
条
第
二
項
は
、
一
般
契
約
法
上
当
然
に
導
き
だ
さ
れ
る
結
論
を
た
だ
注

意
的
に
規
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、
も
し
か
か
る
特
約
が
な
か
っ
た
な
ら
ぽ
不
当
に
先
行
さ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
る

保
険
者
の
危
険
負
担
を
、
保
険
料
が
実
際
に
支
払
わ
れ
る
時
ま
で
遅
延
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
同
項

は
決
し
て
、
い
わ
ゆ
る
同
時
履
行
の
抗
弁
権
の
適
用
結
果
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
、
い
が
、
同
項
の
根
底
に
は
同
時
履
行
の
抗
弁
権
と
同

じ
意
図
、
つ
ま
り
当
事
者
問
の
給
付
の
均
衡
（
時
期
的
均
衡
）
を
計
ら
ん
と
す
衡
平
の
観
念
の
伏
在
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
②
　
大
森
教
授
は
同
項
の
存
在
理
由
を
「
保
険
制
度
の
経
済
的
特
質
」
と
い
う
非
常
に
広
い
概
念
で
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
従
来
私
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

れ
を
保
険
料
の
前
払
を
確
保
す
る
と
い
う
意
味
に
解
L
て
支
持
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
そ
れ
を
改
め
、
同
項
の
存
在
理
由
は
保
険
制
度
の

そ
れ
で
は
た
く
、
保
険
契
約
そ
の
も
の
の
特
質
に
由
来
す
る
も
の
と
結
論
し
た
い
。
同
項
が
保
険
料
領
収
前
に
起
っ
た
損
害
は
填
補
し
な

い
と
規
定
す
る
結
果
、
保
険
契
約
者
側
の
保
険
料
支
払
が
促
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
た
い
が
、
し
た
が
っ
て
ま
た
保
険
者
の
欲
す
る

保
険
料
の
前
払
が
確
保
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
疑
な
い
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
同
項
の
生
み
だ
す
結
果
的
な
効
果
で
あ
っ
て
、
同
項
の
設

定
理
由
と
し
て
は
第
二
義
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。
同
項
に
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
全
く
介
入
し
て
い
な
い
と
は
云
え
ま
い
が
、
同
項
に
相
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）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

当
す
る
他
の
諸
国
の
約
款
が
殆
ん
ど
す
べ
て
、
「
保
険
の
開
始
は
云
々
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
同
項
の
設
定
理
由
は
一

般
契
約
法
上
不
当
に
先
行
さ
せ
ら
れ
る
慎
の
あ
る
保
険
者
の
危
険
負
担
を
保
険
料
の
支
払
に
か
か
ら
し
め
た
特
約
、
つ
ま
り
危
険
負
担
と

い
う
特
異
た
も
の
を
含
む
保
険
契
約
の
特
質
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
解
す
る
方
が
よ
り
自
然
だ
と
考
え
る
。

註
ω
　
本
稿
一
五
四
頁
参
照
。

　
②
　
商
法
第
六
二
九
条
、
六
七
三
条
。
在
お
下
記
参
照
。
加
藤
由
作
「
火
災
保
険
論
」
六
三
頁
、
野
津
・
前
掲
書
・
六
一
頁
、
田
中
耕
太
郎
「
保
険
法

　
　
講
義
要
領
」
三
〇
頁
、
松
本
蒸
治
「
保
険
法
」
二
二
頁
、
音
山
衆
司
「
保
険
契
約
論
」
（
上
巻
）
一
二
一
頁
、
大
森
「
保
険
法
」
（
法
律
学
全
集
第
三

　
　
十
一
巻
）
ニ
ニ
九
頁
、
閏
中
誠
二
「
保
険
法
」
一
七
六
頁
、
伊
沢
孝
平
「
保
険
法
」
九
七
頁
。

　
修
　
く
牲
－
丙
o
①
邑
血
q
－
幸
．
一
甲
印
．
O
’
ω
．
蜆
蜆
弐
．

　
ω
■
雪
s
貝
彗
g
雰
詔
o
p
戸
一
－
鶉
＞
窃
員
彗
o
霧
一
、
雲
；
琴
鶉
g
享
o
旨
睾
彗
〃
団
貝
憲
ま
L
竃
o
；
、
奉

　
⑤
　
今
村
・
前
掲
書
・
五
二
頁
参
照
。

　
⑯
　
加
藤
・
前
掲
書
・
六
三
頁
、
石
井
・
前
掲
書
二
一
〇
頁
、
田
申
誠
二
・
前
掲
書
・
一
七
六
頁
、
野
津
・
前
掲
書
・
一
ニ
ハ
頁
ほ
か
参
照
。

　
の
　
犬
森
・
法
的
構
造
・
五
五
～
六
頁
、
同
・
前
掲
諭
文
・
二
二
一
頁
、
拙
稿
・
二
粂
二
項
・
一
〇
六
～
七
頁
参
照
。
反
対
1
1
石
田
裕
六
「
損
害
保
険

　
　
実
務
講
座
」
（
第
五
巻
）
四
一
頁
。

　
8
　
今
村
有
・
前
掲
書
・
一
六
三
～
四
頁
参
照
。
　
．
、
－
、
鶉
彗
冨
昌
一
〇
ま
｝
｛
暮
ま
巴
箏
色
血
昌
彗
8
＆
帆
胃
5
0
9
o
堅
目
ま
き
昌
彗
一
彗
鴨
①
目
少

　
　
昌
⑫
昌
o
伽
二
印
零
①
昌
影
冨
肩
－
冒
①
冒
．
凹
寝
眈
帆
急
寝
急
①
「
㌔
、
（
艮
o
胃
♀
竃
．
9
｝
窃
ω
o
P
＞
．
し
巨
3
目
。
お
）

　
9
　
印
南
博
吉
「
保
険
経
済
」
（
改
訂
版
）
九
頁
参
照
。

　
①
o
　
印
南
・
前
掲
書
・
八
頁
－
「
保
険
の
実
際
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
料
を
徴
収
す
る
前
払
保
険
料
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
」

　
⑪
　
奉
－
丙
o
o
邑
①
q
一
凹
．
団
．
◎
．
ω
．
①
o
o
l
（
＞
昌
岨
庄
－
①
ω
①
目
　
o
H
饒
目
o
o
胃
　
奉
顯
『
　
①
ω
く
o
『
　
向
『
5
窃
　
庄
①
ω
　
く
＜
o
　
饒
－
〕
旨
o
戸
　
巴
ω
　
く
而
『
昌
握
亀
o
－
胴
①
　
o
①
目

　
　
雪
昌
迂
二
膏
『
H
」
9
ω
ε
目
町
頁
ω
b
彗
o
睾
宗
ω
＜
雪
色
9
胃
g
豊
き
H
9
目
σ
凹
H
彗
－
）

　
⑫
　
ミ
．
丙
o
o
冒
貯
七
顯
．
印
．
o
．
ω
1
o
㊤
1
＜
阻
．
内
o
①
昌
一
葭
1
－
宍
o
昌
昌
o
巨
胃
N
目
旨
｝
自
■
o
①
蜆
o
自
鶉
o
け
N
饒
σ
睾
｛
o
目
く
實
色
o
＝
o
『
昌
目
匝
q
皿
く
彗
斤
轟
磐
｝
庄
．
卜
ω
．
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⑱⑯　㈲　⑭
心
Φ
Φ
．

　
、
、
U
麸
き
邑
o
ぎ
；
長
ω
8
争
目
ぎ
ぎ
g
籔
o
冨
①
乏
o
葦
姜
一
ω
g
彗
庄
彗
－
辻
㎝
g
轟
彗
妻
葦
宗
曽
一
〕
睾
o
虐
〕
戊
巨
9
〇
一
一
σ
q
g
8
員
ミ
o
…
ま
『

く
o
易
出
o
ブ
o
『
o
H
ω
①
巨
o
自
葭
津
自
目
o
q
血
q
o
考
甘
了
『
o
箏
∋
饒
窪
↑
9
o
ブ
目
o
庄
国
血
目
o
庁
奏
o
自
2
匝
q
①
■
箏
庁
帽
o
斥
o
『
サ
巴
8
目
N
目
チ
串
げ
①
p
、
「
（
名
・
－
（
o
o
目
釘
－
與
・
芦

○
。
ω
．
o
o
。
．
）
た
お
加
藤
・
前
掲
書
・
七
四
頁
参
照
。

　
大
森
・
法
的
構
造
・
五
五
～
六
頁
、
同
・
苗
掲
論
文
・
二
二
二
頁
。

　
拙
稿
・
二
条
二
項
・
一
〇
〇
～
一
頁
。

　
次
節
参
照
。
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わ
が
国
の
現
行
火
災
保
険
普
通
約
款
第
二
条
第
二
項
は
、

　
　
保
険
期
間
が
始
マ
リ
タ
ル
後
ト
錐
モ
保
険
料
領
収
前
二
生
ジ
ク
ル
損
害
ハ
当
会
杜
之
ヲ
填
補
ス
ル
責
二
任
ゼ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
o
’

と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
目
目
頭
の
保
険
期
間
云
々
と
い
う
言
葉
を
除
き
、
ド
イ
ツ
保
険
契
約
法
第
三
八
条
第
二
項
と
同
旨
、
同
文
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
保
険
契
約
法
第
三
八
条
第
二
項

　
　
保
険
料
が
保
険
事
故
発
生
時
に
依
然
と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
保
険
老
は
填
補
義
務
を
免
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
保
険
料
未
収
契
約
に
関
し
て
保
険
老
の
責
任
を
免
除
す
る
方
式
に
は
二
通
り
の
も
の
が
あ
る
。
　
一
つ
は
前
揚
の
わ
が
現
行
火

保
約
款
第
二
条
第
二
項
の
ご
と
く
、
（
保
険
料
領
収
前
の
契
約
に
対
し
て
は
保
険
者
は
填
補
の
責
を
免
れ
る
）
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
損

害
不
填
補
条
項
」
形
式
で
あ
り
、
他
は
後
掲
の
わ
が
旧
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
の
ご
と
く
、
（
保
険
者
の
責
任
ば
保
険
料
を
領
収
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

時
か
ら
始
ま
る
）
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
責
任
開
始
条
項
」
形
式
で
あ
る
。
保
険
料
未
収
契
約
に
つ
き
填
補
責
任
を
免
れ
る
目
的
か
ら
の

み
い
え
ぽ
、
右
の
二
つ
の
条
項
の
形
式
上
の
差
異
ぱ
殆
ん
ど
問
題
と
な
ら
な
い
。
つ
ま
つ
い
ず
れ
の
形
式
に
よ
ろ
う
と
、
保
険
者
は
保
険
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料
未
収
契
約
に
対
す
る
免
責
と
い
う
目
的
は
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
旧
約
款
（
昭
和
十
六
年
ま
で
用
い
ら
れ
た
も
の
を
指
す
）
の
「
責
任
開
始
条
項
」
の
規
定
が
現
行
の
そ
れ
の
ご
と
く
改
め
ら
れ
た

の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
の
考
察
に
は
昭
和
十
六
年
の
約
款
改
正
に
際
し
約
款
改
正
委
員
に
如
何
な
る
意
図
が
働
い
た
か
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
勾

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
従
来
私
は
保
険
者
の
免
責
の
方
法
に
上
記
の
二
方
式
が
存
在
す
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
た
。
特
に
わ
が
国
の
旧
い
火
災
保
険
約
款

の
規
定
が
殆
ん
ど
例
外
な
く
「
保
険
契
約
は
当
会
杜
に
お
い
て
保
険
料
を
領
収
し
た
る
時
に
姶
ま
り
云
々
」
の
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旬

ら
な
か
っ
た
わ
げ
で
は
な
い
。
更
に
ま
た
わ
が
現
行
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
火
災
保
険
普
通

約
款
（
O
o
己
巨
o
冨
鶉
ま
墨
－
窪
宇
ω
勺
o
豪
霧
｛
。
＞
窃
員
彗
8
H
昌
彗
畠
①
）
第
四
条
第
二
項
も
「
保
険
、
は
そ
の
効
力
（
積
極
及
び

消
極
の
）
を
生
ず
」
と
規
定
L
、
ド
イ
ツ
火
災
保
険
普
通
約
款
（
≧
一
α
q
o
昌
王
亮
黒
烏
H
き
轟
一
庄
實
冒
α
q
争
＆
ぎ
α
q
…
σ
q
昌
）
第
九
条
第
二

項
も
「
保
険
者
の
責
任
は
保
険
証
券
の
交
付
を
も
っ
て
始
ま
る
」
と
し
、
か
つ
同
条
第
一
項
は
「
保
険
契
約
者
は
保
険
証
券
の
交
付
に
対

し
第
一
回
保
険
料
を
支
払
う
」
べ
き
旨
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ス
イ
ス
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
、
、
里
巳
α
ω
冒
α
q
祭
一
彗
邑
、
．
に
よ

り
、
「
保
険
は
保
険
契
約
者
に
よ
る
第
一
回
の
保
険
料
（
と
諾
雑
費
）
の
支
払
に
対
し
保
険
証
券
が
交
付
（
望
己
α
彗
轟
）
さ
れ
た
時
に
効

　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

力
を
生
じ
る
」
旨
規
定
L
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
い
た
わ
げ
で
は
な
い
。

　
で
は
わ
が
国
の
現
行
火
保
約
款
だ
け
が
他
と
異
っ
て
保
険
の
開
始
を
規
定
す
る
条
項
に
「
損
害
不
填
補
条
項
」
形
式
の
規
定
を
お
く
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
次
の
理
由
に
拠
る
の
で
あ
る
。

　
火
災
保
険
契
約
の
締
結
に
あ
た
っ
て
は
保
険
期
間
（
U
彗
胃
宗
H
く
胃
ω
一
9
實
…
σ
q
一
ま
ま
①
宗
－
、
鶉
ω
胃
竃
8
）
が
約
定
さ
れ
、
か
つ

保
険
証
券
に
明
記
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
旧
約
款
第
二
条
第
二
項
の
そ
れ
の
ご
と
く
「
当
会
杜
ノ
責
任
ハ
保
険
料
ヲ
領
収
シ
タ
ル
時
二
始

マ
リ
」
と
す
る
と
、
保
険
料
の
支
払
が
遅
延
し
た
期
問
だ
け
保
険
老
の
責
任
が
（
た
と
え
約
定
の
保
険
期
問
が
開
始
し
て
も
）
開
始
し
た

i55
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い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
こ
で
二
つ
の
間
題
が
生
じ
る
。
つ
ま
り
一
つ
は
、
約
定
の
保
険
期
間
の
開
始
後
、
保
険
料
未
収
の
故
に
保
険

者
の
責
任
が
開
始
し
な
い
期
間
を
ど
う
取
扱
う
か
と
い
う
間
題
で
あ
り
、
他
は
保
険
者
が
責
任
を
負
担
し
な
い
以
上
、
保
険
契
約
者
側
に

も
保
険
料
を
支
払
う
義
務
が
な
い
の
で
は
た
い
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
保
険
料
の
履
行
遅
滞
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
保
険
の
休
止
（
讐
岩
彗
色
昌
）
期
問
を
如
何
に
処
理
す
べ
き
か
と
い
う
間
題
は
、
そ
れ
が

保
険
期
問
の
問
題
と
密
接
に
絡
み
あ
っ
て
い
る
た
め
に
仲
々
複
雑
で
あ
る
。
右
の
休
止
期
問
を
仮
り
に
保
険
契
約
老
側
の
任
意
の
利
益
享

受
放
棄
と
見
散
せ
ぱ
、
保
険
者
は
約
定
の
保
険
期
問
を
特
に
動
か
す
必
要
は
な
い
。
し
か
し
他
方
、
も
し
右
の
休
止
期
間
中
保
険
者
は
何

ら
の
責
任
も
負
担
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
し
、
か
つ
払
込
ま
れ
る
保
険
料
は
一
年
と
い
う
保
険
期
問
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
保
険
料
の
履
行
遅
滞
を
理
由
に
一
年
分
の
保
険
料
の
支
払
に
対
し
一
年
よ
り
短
い
保
険
期
問
を
押
し
つ
け
る
の
は
不
当
で
あ
る
と

の
議
論
も
起
り
得
な
い
わ
げ
で
は
た
い
。
約
款
の
規
定
が
旧
約
款
の
そ
れ
の
ご
と
く
「
責
任
開
始
条
項
」
形
式
で
あ
る
場
合
に
は
か
か
る

抗
弁
に
出
会
う
可
能
性
は
一
層
大
き
い
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
約
定
の
保
険
期
間
開
始
前
に
保
険
料
の
支
払
が
な
い
場
合
に
、
一
々

保
険
期
間
を
ず
ら
し
て
い
た
の
で
は
、
折
角
保
険
証
券
に
明
記
し
た
約
定
の
保
険
期
聞
は
殆
ん
ど
有
名
無
実
に
な
り
、
こ
れ
で
は
大
量
の

保
険
契
約
の
劃
一
的
処
理
を
願
う
保
険
老
に
と
り
繁
さ
に
耐
え
な
い
。
少
な
く
も
旧
約
款
の
改
正
に
携
っ
た
委
員
諸
氏
は
そ
う
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
8
〕

た
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
約
定
の
保
険
期
間
は
保
険
者
の
責
任
負
担
を
時
問
的
に
明
確
に
区
切
る
も
の
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
儀
に
生
か
し
、
同
時

に
保
険
料
未
収
契
約
に
対
し
て
は
填
補
責
任
を
免
れ
た
い
。
こ
の
相
容
れ
る
こ
と
の
む
つ
か
し
い
二
つ
の
要
求
を
同
時
に
満
た
さ
ん
と
し

て
努
力
し
た
結
果
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
　
「
損
害
不
填
補
条
項
」
形
式
の
現
行
約
款
第
二
条
第
二
項
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
当
時
の
約
款

起
草
者
た
ら
び
に
改
正
委
員
諸
氏
は
「
損
害
不
填
補
条
項
」
形
式
の
現
行
約
款
を
も
っ
て
「
責
任
開
始
条
項
」
形
式
の
旧
約
款
に
代
置
す

る
こ
と
、
た
だ
そ
れ
だ
げ
の
改
訂
で
、
上
記
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
も
の
と
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
無
理
で
あ
っ
た
こ
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と
は
今
回
の
「
み
ま
き
荘
事
件
」
を
通
し
て
自
ず
と
明
白
に
た
っ
た
。

　
旧
約
款
の
い
わ
ゆ
る
「
責
任
開
始
条
項
」
の
も
と
で
は
、
保
険
料
の
未
払
期
問
中
保
険
者
の
責
任
（
危
険
負
担
）
が
開
始
し
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
　
「
損
害
不
填
補
条
項
」
の
現
行
約
款
の
下
で
は
こ
の
点
が
、
少
な
く
も
字
句
の
上
か
ら
は
、
あ
い
ま
い
な
も
の

と
な
っ
て
L
ま
っ
た
（
勿
論
だ
か
ら
と
い
っ
て
危
険
を
負
担
し
な
い
期
間
に
つ
い
て
ま
で
保
険
者
が
責
任
を
持
っ
た
と
主
張
す
る
余
地
は

少
し
も
な
い
の
で
あ
る
が
）
。
そ
の
た
め
新
約
款
に
お
い
て
は
、
保
険
事
故
が
全
く
生
起
し
な
い
ま
ま
に
保
険
期
問
が
経
過
し
た
場
合
、

あ
る
い
は
今
度
の
「
み
ま
き
荘
事
件
」
の
場
合
の
ご
と
く
、
保
険
契
約
が
保
険
料
の
不
払
を
事
由
に
中
途
で
解
除
さ
れ
た
場
合
に
、
未
収

保
険
料
に
つ
き
保
険
者
に
果
し
て
こ
れ
が
支
払
を
求
め
る
権
利
あ
り
や
否
や
と
い
う
問
題
が
一
層
ぼ
や
げ
て
し
ま
っ
た
。

　
私
は
従
来
現
行
約
款
第
二
条
第
二
項
を
「
責
任
開
始
条
項
」
と
同
一
の
こ
と
を
、
た
だ
「
損
害
不
填
補
条
項
」
形
式
を
借
り
て
消
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

に
規
定
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
解
し
て
き
た
が
、
現
行
約
款
起
草
者
の
意
図
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
現
行
約
款
を
も
っ
て
、

保
険
の
休
止
期
間
中
も
責
任
を
負
っ
た
と
の
解
釈
を
成
立
さ
せ
る
余
地
を
作
る
と
と
も
に
、
填
補
責
任
は
こ
れ
を
免
れ
る
と
の
一
石
二
鳥

を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
や
確
か
と
た
っ
た
。
つ
ま
り
同
項
は
こ
れ
を
保
険
料
の
支
払
を
怠
っ
て
い
る
契
約
者
に
対
す
る
一
種
の

制
裁
規
定
と
解
す
る
の
が
約
款
制
定
者
の
意
思
に
最
も
良
く
合
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
約
款
起
草
者
の
意
図
は
正
に
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
行
約
款
の
規
定
の
仕
方
は
右
の
意
図
を
示
す

も
の
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
不
十
分
に
過
ぎ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
（
保
険
期
間
）
と
い
う
見
出
し
文
句
を
付
し
た
ま
ま
、
し
か
も

そ
の
第
一
項
に
「
保
険
期
間
ハ
其
ノ
初
目
ノ
午
後
四
時
二
始
マ
リ
末
目
ノ
午
後
四
時
二
終
ル
」
と
あ
る
直
ぐ
後
に
続
け
て
同
項
を
置
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ま
ま
、
こ
れ
を
船
舶
保
険
普
通
約
款
第
四
条
第
七
号
と
同
様
に
、
一
種
の
制
裁
規
定
（
危
険
の
条
件
的
制
限
の
一
種
）
と
解
せ
よ
と
主
張

す
る
こ
と
は
、
同
項
の
沿
革
に
徴
し
て
も
、
ま
た
約
款
の
体
裁
か
ら
し
て
も
、
あ
ま
り
に
一
方
的
で
あ
る
と
の
非
難
を
免
れ
難
い
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

う
。
こ
の
点
は
大
森
教
授
の
御
指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
私
が
葛
城
．
加
藤
両
教
授
の
下
で
損
害
保
険
の
研
究
に
志
し
て
か
ら
早
や
五
年
近
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い
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、
つ
い
最
近
ま
で
同
項
を
「
責
任
開
始
条
項
」
と
同
一
に
解
し
て
疑
わ
た
か
っ
た
。
し
か
し
て
同
項
を
筆
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

同
様
に
「
責
任
開
始
条
項
」
と
解
す
る
学
者
、
実
務
家
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
火
災
保
険
、
損
害
保
険
を
専
門
に
す
る
学
者
で
さ
え
解

釈
を
誤
る
よ
う
な
無
理
な
規
定
の
仕
方
を
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
的
な
解
釈
を
ズ
ブ
の
素
人
で
あ
る
火
災
保
険
契
約
老
に
押
し
つ
げ
る
こ

と
に
は
素
直
に
賛
成
す
る
わ
げ
に
は
ゆ
か
な
い
。
保
険
契
約
が
附
合
契
約
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
感
概
は
一
層
深
い
。

註
ω
＞
『
F
．
㏄
o
〇
一
≧
〕
ω
．
N
－
一
一
－
g
庄
す
勺
曇
冒
討
N
員
N
o
篶
箒
ω
向
－
目
9
葦
ω
匹
霧
く
實
色
o
ブ
o
；
目
o
q
閉
艘
二
ω
目
凹
o
ブ
邑
o
巨
o
q
血
§
巨
F
窒
一
g
庄
o
H

　
　
＜
彗
色
o
ぱ
宰
睾
く
o
目
匝
睾
＜
o
ε
肇
o
葦
自
■
困
N
…
－
9
ω
g
目
①
o
串
①
ζ

　
②
　
旧
第
三
八
条
に
関
し
て
は
種
々
疑
問
が
存
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
行
の
同
項
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
決
し
て
制
裁
規
定
で
は
な
く
、
保
険
約
款
に

　
　
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
、
．
冒
昌
一
〇
彗
掲
ω
Σ
彗
器
一
．
．
の
効
力
を
是
認
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
．
．
g
o
－
9
g
；
o
q
ω
淳
9
ぎ
芹
o
轟
9
9
葦
ま
冒
；
争

　
　
邑
o
葦
旨
o
ζ
巴
ω
ω
斤
轟
｛
①
｛
膏
9
毒
巾
繧
争
雪
2
一
g
豊
箏
o
膏
一
■
彗
夢
讐
け
丘
①
一
旨
①
ヲ
庄
宥
o
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窪
g
皇
o
訂
＞
篶
鼻
彗
自
ζ
旨
匝
q
ま
H
重
己
α
豊
旨
藺
畠
ω
一
｛
ぎ
自
留
一

　
　
冒
津
ま
日
睾
ミ
彗
g
竃
宝
一
崖
一
戸
－
L
印
箏
宕
『
＜
o
邑
g
害
竃
く
實
N
印
巨
冒
血
毫
庄
彗
胃
g
雪
軍
竺
ま
o
ぎ
一
冨
o
o
厨
巨
o
q
g
H
品
彗
臣
訂
‘
、
、
－

　
　
（
｝
H
室
ダ
向
一
肉
一
一
く
①
轟
｛
o
庁
o
『
貞
目
匝
q
ω
く
Φ
H
気
印
匝
q
ω
口
q
ω
ω
g
ぶ
o
o
＞
目
自
j
一
⑩
蜆
ナ
ω
一
H
ト
H
寓
一
）

　
　
　
な
お
大
森
・
前
掲
論
文
・
二
二
六
頁
註
③
参
照
。

　
③
　
大
森
・
前
掲
論
文
・
二
〇
六
－
七
頁
参
照
。

　
ω
　
こ
の
点
の
考
察
を
見
逃
さ
れ
な
か
っ
た
大
森
教
授
は
、
さ
す
が
け
い
眼
と
感
服
の
ほ
か
は
な
い
（
大
森
・
前
掲
論
文
二
＝
一
四
頁
参
照
）
。

　
㈲
　
北
沢
宥
勝
「
火
災
普
通
保
険
約
款
諭
」
一
〇
三
、
一
〇
七
、
一
一
一
、
一
二
一
の
各
頁
参
照
。

　
⑥
《
冒
o
＜
雲
段
o
ぎ
；
自
幅
旨
一
g
昌
岸
ま
目
N
①
－
8
…
ζ
o
ぎ
琴
印
芦
ま
庄
①
昌
g
①
ぎ
＝
8
胴
晶
昌
雰
N
四
巨
冒
閑
ま
『
睾
g
彗
～
叫
邑
o

　
　
…
匡
ま
『
z
g
彗
ぎ
g
彗
（
、
o
＝
o
彗
と
邑
o
。
冨
∋
肩
一
〇
q
o
巨
｝
ク
勺
昌
ε
き
旨
＜
①
邑
o
臣
昌
轟
竃
争
冒
睾
〇
一
目
鵯
δ
g
皇
『
o
．
杉

　
ω
　
拙
稿
・
二
条
二
項
・
一
〇
一
頁
。

　
㈲
　
北
沢
・
前
掲
書
・
一
七
六
頁
（
註
三
）
参
照
。

　
⑨
　
拙
稿
二
一
条
二
項
・
一
〇
七
頁
、
同
・
再
論
・
一
五
五
頁
参
照
。
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⑩⑫⑪
　
船
舶
保
険
普
通
約
款
第
四
条
は
、
　
「
当
会
社
ハ
左
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
爾
後
生
ズ
ベ
キ
損
害
ヲ
旗
補
ス
ル
責
二
任
ゼ
ズ
云
左
」
と
規
定
し
た
後
、
そ

の
第
七
号
に
、
　
「
保
険
料
払
込
期
目
二
其
払
込
ヲ
怠
P
タ
ル
揚
合
」
と
い
う
規
定
を
置
く
。

　
大
森
・
前
掲
論
文
・
二
二
九
頁
参
照
。

　
加
藤
・
前
掲
書
ニ
ハ
四
頁
1
「
た
だ
火
災
保
険
普
通
約
款
（
二
条
二
項
）
に
よ
れ
ば
、
保
険
者
の
承
認
に
よ
っ
て
保
険
契
約
は
成
立
し
、
従
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

保
険
契
約
者
の
保
険
料
支
払
義
務
は
発
生
す
る
が
、
保
険
者
の
危
険
負
墾
貢
任
は
保
険
料
の
払
込
ま
で
は
発
生
し
な
い
。
　
（
傍
点
は
筆
老
）
」
、
大
森

・
保
険
法
・
六
五
頁
1
「
ま
た
近
代
的
た
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
特
殊
の
場
合
を
除
い
て
、
保
険
料
前
払
主
義
を
原
則
と
す
る
関
係
上
、
約
款
に

お
い
て
、
保
険
老
の
責
任
は
保
険
料
の
支
払
が
あ
っ
た
後
に
の
み
開
始
す
る
旨
を
定
め
る
の
常
で
あ
る
（
た
と
え
ぱ
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
）
」
、

な
お
大
森
・
前
掲
論
文
・
二
二
三
頁
註
③
、
石
井
・
前
掲
書
・
二
〇
頁
お
よ
び
二
五
頁
、
青
谷
・
誼
掲
論
文
・
七
〇
～
一
頁
、
戸
出
．
前
掲
論
丈
．

一
五
七
頁
、
伊
沢
・
首
掲
書
・
一
六
二
頁
参
照
。
但
し
伊
沢
教
授
は
前
掲
の
判
例
評
論
で
は
見
解
を
異
に
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

五
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筆
者
が
約
款
第
二
条
第
二
項
の
解
釈
に
つ
い
て
、
従
来
抱
い
て
い
た
「
責
任
開
始
条
項
」
と
解
よ
．
コ
る
考
え
方
に
一
沫
の
疑
問
を
持
ち
始

め
た
の
は
、
先
の
「
再
論
」
の
執
筆
中
か
ら
で
あ
っ
た
。
同
稿
で
は
締
切
期
日
な
ど
の
関
係
も
あ
り
、
疑
間
を
抱
き
つ
つ
も
、
従
来
の
主

張
を
繰
返
し
た
｝
」
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
疑
問
は
益
々
脹
れ
上
り
、
遂
に
そ
れ
迄
は
納
得
の
ゆ
か
な
か
っ
た
故
北
沢
博
士
の
数
行
の

　
　
1
）

解
説
剛
、
私
に
同
項
を
危
険
制
限
約
款
も
し
く
は
責
任
制
限
約
款
と
解
す
る
余
地
の
あ
る
こ
と
、
少
た
く
も
旧
約
款
改
正
に
主
役
を
演
じ

た
北
沢
博
士
の
意
図
は
正
に
左
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
た
。
当
時
私
の
疑
間
の
出
発
点
を
な
L
た
も
の
は
、
保
険
料
不
払
の
効
果
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

し
て
の
保
険
者
の
免
責
と
、
他
の
保
険
者
免
責
事
由
と
の
均
衡
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
保
険
契
約
は
そ
の
技
術
性
、
射
倖
性

な
ど
保
険
契
約
に
ま
つ
わ
る
種
々
の
特
性
の
故
に
、
他
の
契
約
に
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
数
多
く
の
免
責
事
由
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

告
知
義
務
違
反
が
そ
う
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
故
意
に
よ
る
危
険
の
著
増
、
損
害
通
知
義
務
違
反
、
説
明
・
証
明
義
務
違
反
な
ど
、
保
険
者
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を
免
責
す
る
規
定
は
少
な
く
な
い
。
と
こ
ろ
で
告
知
義
務
な
ど
の
も
ろ
も
ろ
の
義
務
に
較
べ
た
場
合
、
保
険
料
債
務
の
地
位
は
遙
か
に
重

く
、
か
つ
保
険
契
約
者
に
か
せ
ら
れ
た
唯
一
の
債
務
で
も
あ
る
。
し
か
も
止
偏
義
務
違
反
の
場
合
に
は
保
険
者
は
単
に
そ
の
填
補
責
任
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

免
ぜ
ら
れ
る
に
止
ま
ら
ず
一
既
収
の
保
険
料
を
返
還
す
る
こ
と
を
要
し
な
㌧
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
免
責
事
由
の
中
に
は
火
災
保
険
約
款

第
八
条
に
見
る
ご
と
く
、
他
保
険
の
存
在
の
不
告
知
（
第
一
号
）
、
あ
る
い
は
保
険
者
に
通
知
を
せ
ず
に
保
険
の
目
的
叉
は
こ
れ
を
入
れ

る
建
物
の
溝
造
を
変
更
、
ま
た
は
改
築
も
し
く
は
増
築
、
あ
る
い
は
引
続
き
十
五
日
以
上
に
亘
り
修
理
す
る
こ
と
（
第
3
号
）
と
い
う
よ

う
な
一
見
極
く
些
細
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
保
険
料
不
払
の
場
合
に
保
険
者
を
免
責
と
し
、

か
つ
未
収
保
険
料
に
つ
き
保
険
者
に
請
求
権
を
認
め
る
こ
と
は
決
し
て
不
相
当
で
は
な
い
。
少
な
く
も
保
険
契
約
者
の
最
大
の
義
務
で
あ

る
保
険
料
置
務
の
不
履
行
に
対
す
る
制
裁
と
し
て
は
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
方
が
適
当
で
あ
る
か
も
知
れ
た
い
。
事
実
ま
た
わ
が
船
舶
保
険

普
通
約
款
に
は
、
保
険
料
の
不
払
を
危
険
の
条
件
的
制
限
事
由
の
一
つ
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
保
険
老
に
免
責
と
保
険
料
債
権
の

両
者
を
得
さ
せ
て
い
る
例
の
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

　
し
か
し
な
が
ら
、
保
険
契
約
は
有
償
契
約
で
あ
り
、
保
険
料
は
保
険
考
の
危
険
負
担
の
対
価
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ぽ
、
保
険
老

が
危
険
を
全
く
負
損
し
な
い
場
合
に
、
他
に
も
保
険
老
を
免
責
し
か
つ
そ
の
上
に
、
保
険
料
を
得
さ
せ
る
規
定
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

も
っ
て
直
ち
に
保
険
料
債
務
不
履
行
の
場
合
も
同
じ
だ
と
す
る
こ
と
の
当
否
で
あ
る
。
保
険
契
約
上
保
険
契
約
者
に
酷
と
思
わ
れ
る
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
罰
則
規
定
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
は
保
険
契
約
が
射
倖
契
約
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
当
事
者
に
一
般
の
契
約
に
お
げ
る
以
上
の
善
意

が
要
求
せ
ら
れ
る
こ
と
の
裏
返
し
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
当
事
者
の
故
意
・
過
失
に
よ
ら
な
い
危
険
の
著
増
の
場
合
の
そ
れ
は
、
い
わ

ゆ
る
保
険
の
技
術
上
の
要
請
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
場
合
を
通
じ
て
、
こ
れ
を
保
険
料
不
払
と
同
一
に
論
じ
る
こ
と
は

不
可
で
あ
る
。
保
険
料
の
履
行
遅
滞
の
間
題
は
、
保
険
契
約
の
特
質
で
あ
る
技
術
性
、
射
倖
性
、
善
意
契
約
性
な
ど
と
は
直
接
関
連
を
有

す
る
も
の
で
ぽ
な
く
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
一
般
私
法
の
支
配
に
属
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
大
森
教
援
は
船
舶
不
堪
航
の
場
合
を
例
に
引
い
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て
、
裁
制
上
の
均
衡
論
を
展
開
さ
れ
、
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
は
こ
れ
を
危
険
の
条
件
的
制
限
の
一
種
と
解
す
る
こ
と
も
必
ず
し
も
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

可
能
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
て
一
は
保
険
の
技
術
上
の
要
請
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
他
は
そ
う
で
は
な
い
。
後
者
は
あ
く
ま
で
一
般
契
約

法
上
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
制
裁
も
ま
た
自
ら
別
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
保
険
契
約
の
有
償
性
よ
り
す
れ
ぱ
後
老
の
場
合
は
、
保

険
者
側
の
対
価
の
欠
嵌
の
故
に
、
保
険
料
収
得
の
権
利
は
な
き
も
の
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
よ
り
し
て
船
舶
保
険
普
通
保

険
契
款
第
四
条
は
そ
の
規
定
の
仕
方
そ
の
も
の
に
間
題
が
あ
る
と
思
う
。

161

　　　　　　　　　　　　　註
（8）（7）（6〕（5〕（4〕（3〕（2）（1）〕9（

　
北
沢
・
前
掲
書
・
一
七
七
頁
。

　
保
険
契
約
の
射
倖
契
約
性
に
つ
い
て
は
、
大
森
・
法
的
構
造
・
二
一
二
頁
以
下
参
照
。

　
商
法
第
六
四
四
条
、
六
四
五
条
o

　
商
法
第
六
五
六
条
。

　
現
行
火
保
約
款
第
二
十
二
条
参
照
。

　
同
右
。

　
商
法
第
六
四
五
条
。

　
「
却
ち
保
険
が
開
始
」
な
か
っ
た
揚
合
に
は
、
そ
れ
が
被
保
険
老
の
過
失
、
希
望
叉
は
意
思
に
よ
る
と
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
と
を
問
わ
ず
、
保

険
料
は
払
戻
さ
れ
な
け
れ
ぱ
液
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ぱ
、
保
険
契
約
は
損
害
曝
補
契
約
で
あ
り
、
保
険
着
は
被
保
険
者
に
損
害
を
撰
構
す
る
保
険
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

任
を
負
担
す
る
こ
と
に
対
し
て
保
険
料
を
受
取
り
、
そ
れ
が
如
何
な
る
原
因
に
よ
る
と
を
問
わ
ず
、
保
険
者
が
事
実
上
そ
の
責
任
を
負
担
し
な
い
た

ら
ば
、
保
険
着
が
保
険
料
を
受
取
っ
た
こ
と
に
対
す
る
約
因
は
消
滅
L
、
従
っ
て
保
険
者
は
当
然
こ
れ
を
返
戻
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
傍

点
は
筆
老
）
」
（
葛
城
照
三
訳
「
ア
ー
ノ
ル
ド
海
上
保
険
」
（
第
五
分
冊
）
四
一
四
頁
）
。
そ
の
ほ
か
下
記
参
照
。
音
山
．
苗
掲
書
．
一
六
四
頁
、
水
口

吉
蔵
「
保
険
法
論
」
二
三
七
頁
、
大
森
・
保
険
法
・
七
八
頁
箏
。

　
保
険
契
約
の
善
意
契
約
性
に
つ
い
て
は
、
犬
森
・
法
的
溝
造
・
一
六
九
頁
以
下
参
照
。
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26ユ

⑩

犬
森
・
宙
掲
講
丈
・
二
二
七
～
八
頁
。

⊥’、

　
で
は
そ
ろ
そ
ろ
結
論
に
入
ろ
う
。
先
ず
最
初
に
ド
イ
ツ
の
火
災
保
険
普
通
約
款
の
考
察
か
ら
始
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
）

　
前
述
の
ご
と
く
ド
イ
ツ
火
保
約
款
第
九
条
第
一
項
前
段
は
、
　
「
第
一
回
の
保
険
料
は
保
険
証
券
の
交
付
に
対
し
支
払
う
べ
き
」
旨
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
到

し
、
か
つ
第
二
項
前
段
に
お
い
て
「
当
会
杜
の
責
任
は
保
険
証
券
の
交
付
と
共
に
始
ま
る
」
と
す
る
。
し
か
し
て
同
条
第
三
項
前
撰
は
、

「
保
険
料
が
正
当
な
時
期
に
支
払
わ
れ
な
い
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
保
険
契
約
法
第
三
八
条
、
第
三
九
条
お
よ
び
第
九
一
条
が
準
用

　
　
副

さ
れ
る
」
旨
規
定
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
そ
の
ド
イ
ツ
保
険
契
約
法
第
三
八
条
第
一
項
に
は
左
の
規
定
が
見
え
る
。

　
「
第
一
回
も
し
く
は
一
時
払
の
保
険
料
が
適
法
な
時
期
に
支
払
わ
れ
な
い
と
き
は
、
そ
の
支
払
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
保
険
者
は
何
時
に

て
も
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
保
険
料
の
請
求
が
保
険
料
支
払
期
日
よ
り
三
ヵ
月
以
内
に
な
さ
れ
な
い
と
き
は
、
保
険
契
約
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

解
除
さ
れ
た
も
の
と
見
徴
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
〕

　
し
か
し
て
更
一
」
ド
イ
ツ
火
保
約
款
の
改
正
案
（
≧
一
σ
q
①
昌
9
竃
黒
毒
暑
弩
ω
一
争
胃
…
口
q
争
＆
ぎ
σ
q
昌
α
q
彗
｛
0
H
（
串
夢
竃
彗
）
＞
｝
①
豪
・

鷺
昌
9
妻
〇
一
色
；
、
葦
饒
膏
－
ξ
嚢
亮
邑
（
一
一
毒
…
鵯
鷺
眈
竺
己
崖
申
一
彗
巨
U
窒
葦
匡
彗
〔
一
）
第
八
条
第
四
項
第
三
号
は
、
「
保
険
者
が
保

険
契
約
法
第
三
八
条
第
二
唄
に
従
っ
て
保
険
契
約
を
解
除
」
た
る
場
合
に
は
、
保
険
考
は
相
応
の
　
（
彗
匝
q
①
昌
望
竃
冨
）
営
業
費
（
Ω
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
〕

己
－
筆
品
O
；
一
旨
）
を
詰
求
し
う
る
に
止
ま
る
。
L
と
規
定
す
る
。

　
こ
れ
で
分
る
通
り
、
ド
イ
ツ
の
火
災
保
険
の
実
務
に
お
い
て
は
、
保
険
料
未
収
契
約
の
解
除
の
場
合
、
保
険
者
は
手
数
料
と
し
て
相
応

額
を
詰
求
す
る
に
止
ま
り
、
わ
が
国
の
ご
と
く
解
除
の
時
ま
で
の
危
険
負
担
を
主
張
す
る
こ
と
を
止
め
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
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ら
れ
る
。
先
の
約
款
第
九
条
第
二
項
前
段
に
あ
る
、
．
雲
邑
α
ω
昌
①
q
ω
区
豊
色
、
、
に
よ
り
、
保
険
料
未
収
期
中
間
の
責
任
（
危
険
負
担
）
を

拒
否
し
て
い
る
以
上
、
げ
だ
し
当
然
の
取
扱
い
と
云
え
よ
う
。
こ
の
点
わ
が
国
の
火
保
約
款
に
比
し
蓬
か
に
合
理
的
な
方
向
に
進
み
つ
つ

あ
る
と
考
え
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
火
保
約
款
を
考
察
し
て
本
稿
を
終
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
わ
が
国
の
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
火
災
保
険
普
通
約
款
第
四
条
第
二
項
は
次
の
ご
と
き
規

定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

　
「
し
か
し
保
険
は
、
当
会
杜
が
第
一
回
の
保
険
料
と
共
に
、
保
険
契
約
者
に
よ
り
正
当
に
署
名
さ
れ
た
保
険
証
券
の
一
部
を
受
理
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

目
の
翌
日
の
正
午
よ
り
そ
の
効
力
（
積
極
及
び
消
極
の
）
を
生
ず
。
」

　
先
に
筆
老
が
「
火
災
保
険
普
通
保
険
約
款
第
二
条
第
二
項
に
つ
い
て
」
を
草
し
た
と
き
に
は
、
同
項
の
「
そ
の
効
力
」
の
次
に
あ
る

（
積
極
及
び
消
極
の
）
と
い
う
言
葉
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
し
か
と
は
分
ら
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
そ
の
後
右
の
、
．
曽
毒
ω
g
葛
ω
ω
豪
、
、

と
い
う
文
言
に
は
重
大
な
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
同
項
に
云
う
積
極
的
効
力
と
は
保
険
者
の
責
任
（
正
し
く
は
危
険
負

担
）
を
指
し
、
ま
た
消
極
的
効
力
と
は
保
険
契
約
者
の
負
う
保
険
料
債
務
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
〕

　
と
こ
ろ
で
保
険
契
約
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
諾
成
契
約
で
あ
り
、
か
つ
有
償
・
双
務
契
約
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
特
約
な
き
限
り
保

険
者
の
給
付
と
保
険
契
約
者
の
反
対
給
付
と
は
同
一
線
上
に
並
列
し
、
給
付
の
一
方
が
他
方
に
先
行
し
た
り
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
遅
れ
た

り
す
る
こ
と
は
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
の
当
否
は
別
と
し
て
、
保
険
約
款
に
前
掲
の
ご
と
き
い
わ
ゆ
る
「
責
任
開
始
条

項
」
が
挿
入
さ
れ
る
と
、
保
険
老
の
責
任
は
保
険
料
の
支
払
が
あ
る
ま
で
開
始
し
な
い
も
の
と
な
る
。
註
言
す
れ
ば
、
保
険
者
は
「
責
任

開
始
条
項
」
の
導
入
に
よ
り
、
本
来
同
時
に
開
始
す
べ
き
で
あ
る
保
険
老
の
責
任
と
保
険
料
の
支
払
と
の
う
ち
、
保
険
料
債
務
は
本
来
通

り
傑
駿
契
約
の
締
結
と
共
に
履
行
期
に
到
る
が
、
保
険
老
の
危
険
負
担
は
保
険
料
の
支
払
が
あ
る
ま
で
開
始
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
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馳1

り
保
険
料
の
支
払
が
保
険
者
の
危
険
負
担
開
始
の
前
提
と
さ
れ
る
た
め
、
本
来
8
畠
；
8
饒
轟
に
立
つ
べ
き
両
給
付
問
の
緊
密
性
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
〕

同
時
性
は
こ
れ
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
曾
て
は
、
つ
ま
り
約
款
に
上
述
の
、
、
碧
け
豪
g
寝
ω
ω
豪
、
、
な
る
文
言
が
附
加
さ

れ
る
ま
で
は
、
同
項
の
存
在
故
に
全
く
危
険
を
負
担
し
な
か
つ
た
保
険
者
が
、
約
定
の
保
険
料
の
支
払
を
求
め
る
と
い
う
事
例
が
あ
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

よ
う
で
、
こ
れ
を
不
服
と
す
る
保
険
契
約
者
と
の
問
に
、
わ
が
国
の
「
み
ま
き
荘
事
件
」
と
似
た
よ
う
な
訴
訟
が
持
た
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
迂
余
曲
折
を
経
た
後
、
同
約
款
の
当
否
が
再
検
討
さ
れ
、
保
険
者
が
責
任
を
負
担
し
な
い
の
に
保
険
料
債
務
だ
げ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

残
る
こ
と
の
不
合
理
が
認
識
さ
れ
た
結
果
、
漸
く
一
九
四
一
年
（
曙
和
十
六
年
）
に
至
っ
て
同
項
に
は
．
、
竃
罧
ω
g
逼
ω
ω
豪
、
，
な
る
文

言
が
附
加
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
旧
約
款
で
は
保
険
者
の
義
務
の
開
始
だ
け
を
一
方
的
に
保
険
料
の
支
払
と
い
う
条
件
に
懸

げ
た
の
に
対
し
、
新
約
款
で
は
、
保
険
料
債
務
も
ま
た
保
険
考
の
危
険
負
担
が
開
始
し
た
い
限
り
始
ま
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
か
く
て
両

給
付
問
の
同
時
性
は
そ
の
本
来
の
姿
に
立
ち
返
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
の
火
災
保
険
契
約
は
実
質
的
に
は
要

物
契
約
に
近
い
も
の
と
な
り
、
か
つ
契
約
上
の
イ
ニ
シ
ャ
チ
プ
は
保
険
者
の
手
か
ら
保
険
契
約
者
の
手
へ
と
移
転
す
る
こ
と
に
た
っ
た

が
、
こ
れ
に
よ
り
当
事
者
の
契
約
上
の
立
場
が
再
び
平
等
に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
他
方
上
記
の
措
置
を
採
っ
た
結
果
は
保
険
者
に
多
大
の
患
わ
L
さ
を
課
す
る
こ
と
に
放
っ
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
保
険
期
間
の
間
題
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
新
約
款
の
下
で
は
、
保
険
期
問
が
保
険
料
の
支
払
の
遅
延
に
応
じ
て
後
退
す
る
た
め
、
約
定
の
保
険
期
間
は
、
あ
た
か
も

あ
っ
て
無
き
が
ご
と
く
に
な
り
、
た
め
に
保
険
者
は
保
険
料
債
務
の
遅
滞
し
て
い
る
契
約
に
つ
い
て
従
来
に
比
し
蓬
か
に
多
く
の
手
問
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

気
苦
労
と
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
火
保
約
款
第
四
条
第
二
項
の
改
正
経
過
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
わ
が
現
行
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
の
改
正
経
緯
に

較
べ
、
正
に
対
照
的
で
あ
る
の
は
興
味
深
い
。

註
ω
《
一
）
鶉
く
o
互
〇
一
尋
…
窃
目
g
冒
弩
ぎ
一
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o
雲
箒
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胴
o
胃
＜
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邑
〇
一
嚢
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暢
胃
片
昌
星
－
彗
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一
一
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憾
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七

　
以
上
綾
々
述
べ
て
き
た
が
、
結
論
と
し
て
次
の
こ
と
を
特
に
指
橋
し
て
お
き
た
い
。

ω
　
わ
が
火
保
約
款
第
二
条
第
二
項
は
、
こ
れ
を
「
損
害
不
填
補
条
項
」
と
解
す
る
余
地
が
全
く
な
い
わ
げ
で
は
な
い
。

　
②
　
昭
和
十
六
年
の
約
款
改
正
に
携
っ
た
方
々
、
特
に
北
沢
博
土
の
意
図
ぽ
正
に
左
様
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。

　
③
　
し
か
し
た
が
ら
同
項
を
左
様
に
解
さ
せ
る
こ
と
は
、
現
行
約
款
の
規
定
の
仕
方
及
び
同
項
の
沿
革
に
徴
し
無
理
で
あ
る
ぼ
か
り
で

　
　
な
く
、

④
　
一
般
契
約
法
理
か
ら
い
っ
て
も
同
項
を
左
様
に
解
す
る
こ
と
は
極
め
て
不
合
理
で
あ
る
。

㈲
　
同
項
は
ま
た
、
保
険
者
の
責
任
の
開
始
時
を
規
定
し
た
も
の
と
し
て
も
遭
切
を
欠
く
。
早
急
に
「
責
任
開
始
条
項
」
形
式
に
復
帰

　
　
　
　
　
　
　
1
）

　
　
す
べ
き
で
あ
る
。

　
⑥
　
望
む
べ
く
は
フ
ラ
ン
ス
約
款
の
ご
と
く
、
保
険
料
と
保
険
者
の
危
険
負
担
と
を
全
く
同
列
位
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
に
は
多
く
の
思
い
違
い
、
独
断
、
誤
謬
が
伏
在
す
る
こ
と
と
思
う
。
同
学
の
先
輩
、
諾
氏
の
御
教
示
に
与
れ
れ
ぽ
誠
に
幸
せ
で
あ

る
o詮

ω
　
石
田
裕
六
氏
も
同
項
を
　
「
責
任
開
始
条
項
」
形
式
に
戻
す
よ
う
に
提
言
さ
れ
て
い
る
が
（
石
雷
．
前
掲
書
．
四
四
頁
）
、
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
と

　
　
こ
ろ
は
小
生
と
異
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
六
・
四
・
一
一
稿
）


